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開
催
概
要

次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書

〈 1〉 開催の目的

〈 1〉 事前課題 

〈 2〉 当日の準備

１ ． 開催概要

2． 準備から 開催までの流れ

〈 2〉 ワーク ショ ッ プ名及びテーマ

〈 4〉 会場

〈 3〉 開催日時

〈 6〉 スタ ッ フ 及びフ ァ シリ テータ ー

〈 5〉 参加人数

　 職員研修の一環と し て次期総合計画の策定に向けた意見交換を 行い 、 本市

のまちづく り の方向性やビジョ ンについて理解を深める。

（ 1） 2030 年の新潟市の理想像を考えてく る 。

　 　 →当日のグループワーク 時にご自身の考えを 発表し ていただき、 グルー

プ内で意見交換をする 。

（ 2） 2030 年の理想像の実現に向け、 活かせる固有資源を 挙げる。

（ 3） 理想像の実現に向け、 2030 年までに解決すべき地域課題を挙げる。

　 　 →（ 2）（ 3） はでき る だけたく さ んあげ、 その中で最も 重要だと 思える

も のを それぞれ 5 つに絞っ てワーク シート に記入し 、 ワーク ショ ッ プ当

日に持参する。

　【 配付資料】

　 ・ 事前課題シート （ 前項の事前課題を記入するための専用シート ）

　 ・ 当日プロ グラ ム

　 ・ 参考資料（「 カ ード を使っ た情報集約」 の解説テキスト ※マチダスより ）

　 ・ ふり かえり シート （ 終了後のアンケート 用紙）

2030 年の理想の新潟市を実現するため、 こ れから の行政がすべき こ と

2021 年 11 月 12 日（ 金）　 午前の部 8:55 ～ 11:55

午後の部 14:05 ～ 17:05

新潟市音楽文化会館 1 階　 練習室 13 　

令和３ 年度 新潟市新規採用職員 計 67 名（ 午前： 35 名、 午後： 32 名）

・ メ イ ンフ ァ シリ テータ ー： 滝大 聡（ 午前の部、 午後の部共）

・ サブフ ァ シリ テータ ー： 金子洋二（ 午前の部）、 山賀昌子（ 午後の部）

・ フ ァ シリ テータ ー： 渡邊 彩（ 午前の部）、 成田倫史（ 午後の部）

・ 事務担当： 佐野智香、 野澤葉子　
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次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書
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※事前に配付し た事前課題シート  
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開
催
概
要

次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書

■当日プログラ ム

オープニン グ

ゆる やかな 関係づく り ゲーム

グループ 内における 事前課題の個別発表

ワーク ショ ッ プ  ① 情報集約

ワーク ショ ッ プ  ②テ ーマ についての意見交換～意見集約

全体発表（ 各グループ 2 分×7 グループ ）

ク ロ ージン グ

終了

 新 潟 市 新 規 採 用 職 員ワ ー ク シ ョ ッ プ

2030年の理想の新潟市を実現するため、

これからの行政がすべきこと

8： 4 0

8： 5 5

9： 1 5

9： 3 5

9： 5 5

1 0： 2 0

1 1： 3 0

11： 5 0

11： 5 5

　 　 　 　

1 3： 4 5

1 4： 0 5

1 4： 2 5

1 4： 4 5

1 5： 0 5

1 5： 3 0

1 6： 4 0

1 7： 0 0

1 7： 0 5

当日プログラム

受付開始

主催： 新潟市　 企画・ 運営： NPO法人まちづくり学校

MEMO

午前の部 午後の部

主催者挨拶、ファ シリ テータ ーの紹介、ワークショ ッ プの作業解説

ふり かえり シート の記入

各メ ンバーから 出さ れた資源と 課題をグループごと に集約

緊張を解きほぐ すためのグループ編成を兼ねたゲーム

※当日は記入済みの事前課題シート をご持参く ださ い。

Program
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
当
日

次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書

3． ワーク ショ ッ プ当日の流れ

□ゆる やかな関係づく り ゲーム

□事前課題の個別発表と 情報集約のワーク ショ ッ プ

　 最初は初対面である 緊張感を 解き ほぐ し、 お互いのこ と を 知り 合う ためのア

イ スブレーク ゲームを行い、 自己紹介をし 合っ た。

　 事前に配付し た事前課題シート に記入し てき た新潟市の理想像と 地域資源、

地域課題を それぞれがグループ内で発表し、 その後で模造紙の中に整理し なが

ら まと めていく ワーク ショ ッ プを行っ た。

自分の誕生日ごと に立ち位置を決め自己紹介を行う バースディ サーク ル（ 午前の部）

個別発表と 整理（ 午前の部） 個別発表と 整理（ 午後の部）
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
当
日

次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書

□メ イ ンテーマについての意見交換と 情報集約のワーク ショ ッ プ

　 メ イ ンテーマである 「 2030 年の理想の新潟市を実現する ため、 行政がすべき

こ と 」 をみんなで出し 合っ た地域資源や地域課題の結果を 基に意見交換し、 情

報集約を行う ワーク ショ ッ プを 行っ た。

整理の仕方を解説し たホワイ ト ボード

情報集約の方法と 手順を解説し たホワイト ボード
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
当
日

次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書

個別発表と 整理作業の様子

グループ発表（ 午前の部）

□全体発表（ 各グループの成果発表）
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
当
日

次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書

グループ発表（ 午後の部）

グループ発表（ 午後の部）
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
当
日

次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書

4． 各グループの作成し た成果物

〈 午前の部〉　 ワーク ショ ッ プで作成し た模造紙

１ 班（ 左： 地域資源と 地域課題、 右： 2030 年の将来像）

2 班（ 左： 地域資源と 地域課題、 右： 2030 年の将来像）

3 班（ 左： 地域資源と 地域課題、 右： 2030 年の将来像）
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
当
日

次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書

4 班（ 左： 地域資源と 地域課題、 右： 2030 年の将来像）

5 班（ 左： 地域資源と 地域課題、 右： 2030 年の将来像）

6 班（ 左： 地域資源と 地域課題、 右： 2030 年の将来像）

7 班（ 左： 地域資源と 地域課題、 右： 2030 年の将来像）
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
当
日

次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書

〈 午後の部〉　 ワーク ショ ッ プで作成し た模造紙

１ 班（ 左： 地域資源と 地域課題、 右： 2030 年の将来像）

2 班（ 左： 地域資源と 地域課題、 右： 2030 年の将来像）

3 班（ 左： 地域資源と 地域課題、 右： 2030 年の将来像）
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
当
日

次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書

4 班（ 左： 地域資源と 地域課題、 右： 2030 年の将来像）

5 班（ 左： 地域資源と 地域課題、 右： 2030 年の将来像）

6 班（ 左： 地域資源と 地域課題、 右： 2030 年の将来像）

7 班（ 左： 地域資源と 地域課題、 右： 2030 年の将来像）
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次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ま
と
め

班 テーマに対する意見 集類したワード

1 教育機関

1 保育所数

1 地元企業

2 地元企業

5 図書館が多い

4
新津美術館

美術と文化がつまっている

7 水族館

2 イベント施設が多い

7 北方文化博物館

3 新潟県スポーツ公園

3 ビックスワン

7 新潟空港

1 スキー場

7 沼垂テラス

3 関屋浜海水浴場

7 トキメッセ

5
イベント会場

ライブハウスが多い

2 店がたくさんある新潟南イオン

7
ときメッセ

ライブ、コンサートで県外からも人が来る

7 子ども創造センター

3 観光資源←魅力的な

2 ウインターレジャー

4 観光名所

1 観光資源←魅力的な

4
土地が広い

→企業の誘致

7 都市公園が多いこと

4 充実した医療体制

4 可住地面積

5 信濃川流域の火焔型土器

5 鉄道

1 石油

2 佐渡世界遺産

1 温泉

2 温泉

3 温泉

5 温泉（産業を活かせるように）

5 温泉

5
温泉

日帰り、泊まり

4 300年の歴史がある岩室温泉

地域資源

観光や暮らしに関わる施設、地元企業

独自の文化

温泉

5． 成果のまと め

【 各班から 出さ れた地域資源と その集約】
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次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ま
と
め

6 岩室温泉

6 岩室温泉が良い

6 岩室温泉

1 温泉

2 ダンス

1 ノイズム（ダンス集団）

2
おとひげ

人がいっぱい来てる！

2
酒の陣、食の陣

人がいっぱい来る！

3 夕日コンサートなど、キレイ

7
上せき潟公園

わらアート

1 新潟まつり

1 祭り→南区たこ合戦

1 新潟まつりが楽しい

4
白山神社

七夕まつりでの風鈴がとても綺麗

3
祭り

タノシイ！！

5 複数のお祭り

7 白根大凧

7 新潟花火が盛り上がる

3 地域のお祭り、異年齢の交流

1 地域特有の祭り→色々、特有、特色

6 商店街

7 商店街

6 ふるまち商店

7 古町商店街

4 情緒の残る古町の商店街

4
古町

新旧の共存！

4 古町

4 伝統文化の古町、芸妓

4 古町

5 花街

5

古町

→栄えてる

歴史

5
古町

→本来の素材を活かして開発

5
古町商店街

歴史、開発すればよりよく

5 古町芸妓、伝統

5 古町芸妓の文化が良い！！

地域のお祭り

古町を中心とした下町文化

魅力的なイベント

温泉
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次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ま
と
め

5
古町

歴史がある

6
下町

歴史的建物

6 人情あふれる商店街

4 白山神社

7 神社

7 白山神社

5
神社、寺

映える！

7 港街の歴史

4 みなとまち

7 港町

1 開港５港

4 万代シティ

4
万代シティ

若者が集う

4
万代

→最新のものを取り入れて開発

2
新ガタ駅

新しくなってアクセスの中心

2 新潟駅

2 新潟駅（リニューアル）オープン！！

1 万代

4 都市空間（中央区など）

2 3本の高速道路

2 新潟空港

2 新潟港

2 バス路線

2 新幹線

3 整備された道路

3 バイパス

3 他県とのアクセスがよい

3 新幹線

3

交通インフラ

→アクセスがよい

新幹線、バイパス

3

交通の便

→高速、新

→企業ゆうち

3 交通網の発達

3 新潟空港

5 道路網の充実

5 新潟交通（バス）

5 交通網

5 信号がなくて時間短縮につながる新新バイパス

交通機関の充実

みなとまち

歴史ある神社

新潟駅とその周辺の賑わい
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次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ま
と
め

5
通退勤時間の短さ

東京比較

5 便利なバイパス

6 鉄道が通っている所が多い

6 バイパスが便利

6
上越新幹線

東京まで２時間

6 ル・レクチェ

6 食べ物（おいしい）

6 おいしい食べ物

6 ル・レクチェ

6 おせんべい

6 ラーメン大国

6 日本酒

7 お酒

7 ラーメン大国

7 米菓

7 海鮮

1 農作物

1 ルレクチェ

1 タレかつ

1 米菓

1 食→おいしい、海鮮など

1 水資源

1 日本酒

1 日本酒

2 柿の種

2 ラーメン

2 米菓

2 コメ

3 米

3 日本酒

3 海の幸

3 ラーメン王国

3 黒崎茶豆

3 北区トマト

3 ル・レクチェ

4 越後姫

4 にいがた食の陣

4 米

5 果物

5 食と花

5 海の幸

5 米菓がたくさんある

6 海産物がおいしい

6 ラーメンうまい

充実した食
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ま
と
め

6 地場産物

6 水がうまい

6 えだ豆

6 野菜、果物がおいしい

6 海産物がおいしい

6 ル・レクチェおいしい

6
お米

米菓にも酒にも！

6 お米おいしい

7 食　おいしい！

7 美味しい米

7 おいしい米

7 おいしい日本酒

7 港町独自の食文化

7
美味しい果物

いちご、ぶどう、なし、もも、スイカ、いちじく、柿…

7 農産物を加工した地場産品

7 農家レストラン

1 美味しい米

2 おいしい食

5 安い料金で利用できるコスポ

5 食べ物（銘産品、新潟ならでは）

6 おいしいお酒

1 米菓

2
海産物

日本海があり食べ物がおいしい

2 海鮮がおいしい（コスパ◎）

4 酒の種類多い、安い（コスパ◎）

1 日本酒おいしい

3 ラーメンたくさん、おいしい

4 越後姫おいしい

6
ブランド

越後姫いちご

7 お米がウマイ

2 米がおいしい

2
米

生産量、おいしい

3
食の陣

集客、おいしい

3 安田ヨーグルトがおいしい

5 ブランド！越後姫がおいしい

4 海の幸にあふれている

1 柿がおいしい

4 ラーメン店が多い

1 越後ビールが有名

2 おいしい日本酒

2 酒造がいっぱい

充実した食
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4
酒

購入額1位

4 アルビレックス新潟

2 アルビレックス新潟

2 スポーツ施設

3 アルビレックス新潟

3 アルビレックスブランド

3 地域に根差したスポーツ

3 アルビレックス新潟

4
アルビレックス

盛り上がりスゴイ！

4
ビックスワン

国際級のスポーツが開催できる

4 マンガ、アニメ

6 マンガ、アニメ

7

マンガ、アニメ

新潟出身のマンガ家

専門学校

7
マンガ、アニメ

サブカル

2 マンガ

3
マンガ文化

有名なマンガ家

7 マンガ、アニメ文化

3 マンガやアニメ

3
マンガ文化、ガタフェス、コスプレ、新潟出身のマン

ガ家

3 マンガ、アニメ

2
マンガ、アニメ

作家、人が訪れるスポットがある

2 地域をこえたネットワーク

2 防災広場（避難所）

5

大河津分水路

→１００周年

排水問題を解決

6
配水ブロックシステム

断分時に少ない範囲で

6 耐震管（水道）

6
関屋分水路

洪水を防ぐ

6
防波堤

過去の経験からより防ぐものを

5
バイパス

緊急時の円滑な交通

5 万代橋

1 萬代橋、万代シティ、新潟の文化財

2 萬代橋

マンガ・アニメ

広域的な防災体勢の充実

萬代橋

アルビレックス等のスポーツ熱
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次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書
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3 ばんだい橋

7 萬代橋

7 萬代橋の歴史

1 萬代橋の（夜景）キレイ！

7 鳥屋野潟、佐潟

2
市の中心にやすらぎ堤

ミズベリング

3 やすらぎ堤

3 万代島

6 やすらぎ堤

3 多様な生きものが集まる福島潟

1 自然あふれる潟がある

6 知名度が高い信濃川

7 信濃川

6 鳥屋野潟公園

3 河川

2 海

1 信濃川の景観

1 川の景観

3 信濃川の景色→自然

4

信濃川（やすらぎ堤）

→キレイ

人があつまる場所

3 萬代橋から見える景色

2
やすらぎ堤

夕日キレイ

5 やすらぎ堤

2 やすらぎ堤

7 自然景観（川や海）

4 信濃川

3 潟→生物、歴史的背景

3 日本海→自然

4 広大な信濃川

6

景観

みなとまち

日本海の都市

5
日本海

景観がステキ、海鮮がおいしい

2 海がある（西蒲区のシーサイドライン）

7
潟

自然、人集まる

7 日本海の景観がきれい

4 つり、魚、川、海よい

1 海

5 日本海に沈む夕日

萬代橋

水辺の空間・景観
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次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書
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1 日本海の夕日→キレイ

3 夕日

1 きれいな夕日

6 山

3 景観のよさ

1 雪

3 自然豊か

3 角田山

5 春夏秋冬を感じられる

5 四季の風景

7 チューリップ

7 チューリップ

7 弥彦の町

2 田園風景

7
田園風景

景観というイミでも

1 自然　豊かな

2 粟島

4 砂丘文化

4
豊かな自然

海、山、川、夕日

4 広大な田園風景

5 田

6 里山がある

6
田園風景

四季を感じられる

7
ほどよい雪

豪雪でもない、降らなくもない

1
海と山の立地

自然豊かなのが魅力

5
田園風景

景観というイミでも

6 四季を感じられる秋葉山

1 チューリップがキレイ

1 自然と都市を感じられる街

2 立地

2 都市と田園

3 都心部と自然の共存

6 都市と自然の調和

3 都市と田園が調和する町

4 自然と都市のバランスが良い

2 都市と田園の調和

6 個性ある8つの区（特色があり観光よい）

6 ８区の特色

2 ８区それぞれ魅力がある

自然に囲まれている環境

都市と自然のバランスがいい

８区それぞれに特色がある



22

次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書
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7
待機児童0ゼロ

子育てする環境が整っている

6 たいき児童ゼロ

5 地域のつながりが残っている

7 すこやかパスポート

6 子育てがしやすい

7 保育所が多い

5 こども支援課等の部署

7 農業

2
農業

→田畑が広い、有名

4 食料自給率政令市1位

5 農業さかん

6
アザレア

特産品

6 市民農園たくさんある

3 老若男女あつまる、いくとぴあ

3
地域包括支援センター

（老人のお困りごと、なんでも相談）

3 学生の体験学習ができる、ゆいぽーと

4 公民館

4
地域で解決

地域の茶の間

4
母子が他とのつながりを作ることができる子育て

支援センター

5 地域の茶の間

5 コミュセン

4 若い人材

5
市民

→町づくりの主役

6 パートナーシップ

1 會津八一

5 ものづくり（産業が衰退しないように）

3 フロンティア精神

6 美人が多い

7 人が優しい

コミュニティ施設や世代間交流

農業がさかん

子育て環境

人材及びその精神
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次期総合計画策定に伴う 新規採用職員ワークショ ップ　 報告書

ワ
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め

【 各班から 出さ れた地域課題と その集約】

班 テーマに対する意見 集類した課題

1 BRTや低炭素化すすめては？

1 交通の便が悪い（車がないと不便）

1 自動車依存からの脱却

2 公共交通が弱い、少ない

3 交通網の維持

3 交通渋滞

4
公共交通の利便性

自家用車依存、観光客も使うから

4
自家用車の依存

→高齢者事故、免許返納

6
公共交通の維持

高齢化により

6
交通の便

→中央以外の交通の便が悪い

6 新潟空港の利用者減少

7 交通網の悪さ

7 新潟空港へのアクセス悪い＆空港から観光地アクセス悪い

7 観光地が点在していて、車がないと行けない、アクセス悪い

1 交通アクセスが良い

1 都市直通の交通インフラ

1 道路の渋滞

4 交通の便の悪さ

4 公共交通ネットワークの利便性向上

4
公共交通機関が発達していないので、車を利用してしまい運動不

足になる

5 交通機関の不便

5 集客には交通面（車がメイン…）

5 交通、雪の問題

5 郊外の交通網の不便さ

7 公共交通機関の整備

7 道路整備

7 車社会

1 観光客、就職を考えている人にも選ばれる住みやすいまち

1 人口減少

1 少子化

1
少子高齢化

特に介護

2 20代の転出

2 出産、子育てする人の減少

2 少子化

3 人口の減少

3 若者人口の流出

3 若い人の割合

3 少子化

3 子育て支援

3 高齢化社会（健康寿命）

地域課題

公共交通のあり方
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4

人口減少

→人がいないと活性化しない

社会動態

自然動態

4

人口減少（都市部に流出）

→経済低迷

地域の活力低下

4
若者流出

→将来減ることを防ぐ

4
出生数減少

→人口減少防ぐ

4
若者の永住促進

→都市部への流出

4

雇用、子育て充実

ライフイベントは定住するキッカケ

→関係するものの充実が必要

5 合計特殊出生率が低い

5 農村地域の過疎化

5 就職で市外に出て行くこと

6
若者の人口減

遊ぶ場所がない

6
地域から若者の流出

→将来の若者が減ると活気も減り、問題

6 関東圏への人材流出

6
高等教育の充実

土木の大学、工科の大学の充実

6
子ども出生率が低い

右肩下がりの人口→税収低下

7 高齢化の対策

7 高齢化と人口流出

7 人口減少

1
人口が多

政令指定都市

1 人口減少が進んでいる

1 若者の流出

1 働く世代の人口流出

1 学生流出

1 移住者の不足

1 子育てする環境をより良くする

2
若者の流出

地元の魅力に気づいてない

2

地域から若者が流出している

若者が減ることを危惧

税収が減少

2
若者の流出

新潟市の将来を担う若者が減ることを危惧

2
若者が東京圏に流出

→子供も減る、人口も減る、負の連鎖！

少子高齢化と人口減少に対する

対応
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2
中央区への集中化

中央区以外の区の人口減少を危惧

3 子どもが数が少ない

3 少子化

3 少子化

3 若者の流出を抑制する

3 市外への人口流出

4 転出者の増加

4 若者世代の流出

4
高等教育

環境の活性

5
少子高齢化

特に介護

5 県外への人口流出

5 人口減少に対して、どう政策、集客できるように

6 人口流出、高齢化

6 人口減少

6 人口減少

6 地域からの若者流出

1 若者の人材流出

6 子どもの減少、出生率低下

6 出生率の減少

7 若年層の関東圏への流出

7 子育てがしづらい

1 自分らしく生きられる街

2 遊びに行く場所

4
観光の周知

→食、自然等の魅力、他県無知

4
観光資源の不足＋周知不足

→魅力を伝えれば訪れる人が増える

4
周知不足

→情報媒体を有効に使う

4
教育機会を増やす

→地域資源を知る

4
田んぼの風景

→にいがたならでは

4

都市と田園の調和

ちょうどいい

共存

5 新潟市民が魅力にきづいていない

6 新潟市ならではの産業や強みの確立、強み作り

6
特産品のアピール

→発信力不足を感じる

7 ランドマークがない

7 中心部のにぎわい不足

7

古町

街並キレイ、古着屋さん多い

→人が少ない！！

地域資源を活用した魅力づくりと

魅力の発信
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7 夜10時以降に遊ぶ場所がない

7 アピールがヘタ

1 風情ある商店街

1 中心部の空洞化

1 観光名所が少ない

1 遊ぶ施設が少ない

2
都市圏の若者へのPR不足

→コロナで地方に注目！もっととりこむべき！

2 自信をもってアピールできる点が少ない

2
県外にニイガタの魅力が伝わってない

→魅力があれば人が集まる！

2 良いところが広まってない、分かってない

2 新潟市といえば○○というインパクトある資源がない

2
魅力的に感じる環境が少ない

→あれば若者がくる！

3 地元の魅力を知ってもらう

3 ブランドとなるものの不足

3 路地等の環境美化

4 古町衰退

4 PR力が低い

5 新潟２Kmの周辺の整備

5
古町の人流が減少

拠点の点在化

5 中央区以外の認知度の低さ

6 何度も来たい場所が少ない（観光のリピート×）

7 市の良い所が分かりづらい

7 ランドマークへの劣等感

7 行政のPR力

7 住民のPR力が弱い

1 魅力が伝わっていない（伝わらないと選ばれない）

7 強みを市内に発信できない

7 米の印象が強すぎる

1 お米にたよらない食料自給率のUP

1 米だけ？ル・レクチェが有名ではない？

1 魅力ある産業であふれる活力あるまち↑

1 古くからの繁華街のシャッター街化

1 開業率の低迷（ワースト７位/２０位、開業しづらい）

1 企業が少ない→市内外の人にえらんでもらえない

1 誰もが働きやすい職場づくり

1 給料

2 起業が少ない

2 魅力ある雇用先が減っている

3 中小企業の育成

3 新たな産業の創出

2 農業の担い手不足

5 働ける世代が仕事に就けないこと

6
低所得者や外国人などの必要な生活基盤の整備

→働き手が増える

3 賃金の低さ

魅力ある企業の創出、働きやす

い環境づくり

地域資源を活用した魅力づくりと

魅力の発信
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3 農業の後継者不足

5 人材不足（病院、かいもの、保育施設）

1 人々が集う場所づくり

1 文化にふれる場の提供

1 人々が交流し笑顔で暮らせるまち↑

2 地域のつながり希薄化

4
地域コミュニティのつながり強化

→祭りなど通して安心・安全

4
郊外地域の高齢化

→地域で支えていく必要がある、中心部に引越は困難

5 近所とのつながりが希薄になっている

4 地域住民のつながりが希薄

1 地域活性化を具現化する新潟市

4

地域行政への無関心

→市民の意欲が必要

行政に関心もてる施策が必要

5 地域活力の低下

5 子供の見守り体制が弱い（地域による見守り）

2 公共建築物が多すぎる

2
建築物の老朽化

未利用地が多い

2 空き店（地）

5 除雪が行き届いていない

5 施設等の老朽化

7 建築物の老朽化

7 公園の整備

1 インフラの老朽化

6 老朽化するインフラ施設

7 身近な住環境の整備

4 空き家の増加

1 広大な土地

1 広い土地

1 広い土地が余っている

2

建物の老朽化

新しく参入する企業が入れない

→参入すれば人口増える、発展する

6 空き家問題多い

6 建物の老朽化

6 シャッター街が多い

2 ごみ排出が多い

2 廃棄物の再利用

4 気候が悪い

2 再生可能エネルギー

7 温室効果ガスの消滅

3 地域医療

3 老々介護

3 元気な高齢者を増やす

3 運動不足（車に頼りがち）

4 医療資源と社会資源の偏りが大きい

地域のつながり強化、地域活力

の向上

未利用地や空家、老朽化した設

備などへの対策

脱炭素、ごみのリサイクル対策

医療の充実、健康寿命の延伸
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3 防災

5 防災意識の低さ

5 避難時のユニバーサルデザイン

6
ハザードマップ周知

なかなか知られていない

7 ムダな税金の使い方

2
市の財政状況悪化

→お金がないとなにもできない

防災意識の啓発

財政運営
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【 各班から 出さ れた新潟市の将来像と その集約】

班 テーマに対する意見 集類した意見

1 男性育児休業取得奨励金の強化

1 子どもを育てやすい環境を整える

2 出産、子育てしやすい環境づくり

3 子育て支援のサービスを増やす

3 働きながら子育てしていけるように支援を行う

3
子育て支援として、資金援助や子どもがいても働ける

環境を作ること

3
支援者のいない妊産婦に対して新潟市での子育ての

情報提供を行う

4 子を産み、育てやすいまちに

5
新潟市で子供を産み育てることのメリットをたくさん作

ります（サービス、支援機関増）

5 出産前からサポートが受けられることを広くPRする

5
子育てがしやすいまちであることをアピールすること

で出生率の低下を防ぐSNS

6 子どものいる家庭への支援策を強くアピールする

7
子育てしやすい環境（保育園、ひまわりクラブ）をもっ

と整える

1 保育所を増やし共働き世帯の子育てを支援する

1 子育て支援

1 育児のための助成金の制度を作るor拡げる

2 住環境、子育てがしやすいよう支援を強化する

3
企業の男性育休取得者をふやすために、企業への報

酬をふやす

3 育休、産休取得の事業所に助成金

3 子育ての支援金を手厚くする

3
第三子以降は全て無料

保育料、医療費、学費

3 公立の幼稚園を建てる

3 こども園の数をふやす

4 子育てへの給付金

5 育休率を上昇させる

6 子供の遊び場を増やす

6 結婚、出産、子育てを支援する

6 より子育て支援を手厚くする

7 地域のつながりを活かした子育て環境の整備をする

1
次代の担い手の育成を主導する（農業、林業、水産

業等）

1
幼少期から文化に触れる機会をつくる。（教育にくみ

こむ）

1 小さい頃からの地元産業とふれあう機会のそくしん

4
義務教育期間に、地域に関する教育・体験の機会を

増やす

5
総合的な探究の時間、課題研究等で地域の学校と協

力して予算をおさえられないか？

 新潟市の将来像

安心して子育てできる環境を整える

地域特性・地域資源を活かした教育によ

り、地域愛を醸成する
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2
学校教育で新潟市の魅力を教えて若者にPRをしても

らう

2
子どもたちに、小さいときから新潟の魅力を学校で教

える

2 子どもたちに歴史や文化を学んでもらう機会をつくる

3 小中高生に向けた地域魅力発見、創造の授業を行う

3 小中学生に農業の良さを知ってもらう

4
10〜20代の学生に対し、訪問し、授業の中で新潟の

よいところを考えてもらい、県外移住をふみとどまって

もらう

5 新潟市の特性を活かした学校教育を充実させる

1
既存のスポットや資源のPR。（広報に力を入れるお金

をかける）

1
観光スポットをPRし、県内外・国外の人にも魅力を伝

える（Instagramとか？）

1 地域のPR

1 市外、県外在住者に対して取り組みをアピールする

1
豊かな食文化を新潟飯として（ブランド化）県外にPR

する

1 新潟の食文化をPRする

1 海にまつわる文化を一括してPRする

1 電子機器や、インターネットを使った情報発信

2 SNSを使い、他県の方へ魅力を積極的にPRをする

2 「新潟で遊ぶ」イメージのPR

2 知名度の低い観光スポットをPRする

2 食のPR

2 市内の未利用地情報を一元化する

3 お米に頼らないグルメの発掘発信をする

3 なんで新潟の○○がいいのか、情報発信をする

3 観光名所をSNSを使ってPRする

3 市の魅力を発信するコンテンツや情報ツールの活用

3
新潟市の魅力をSNSでの情報発信にさらに力を入れ

る

3 SNSでのPR専門部門を設置する

3
民間や市民が自発的にPRする活動に対して、技術的

又は財政的支援を行う

3 新潟である意味を見つける

3 行政自身がきちんと新潟市の魅力を理解すること

3 町の対外的なイメージを確立させる

4 バス停や電車の中などにPR文をはったりする

4 ネットを通じて新潟の良さを発信していく

4
Youtubeの広告など、人目につきやすいツールを積極

的に活用したPRを推進する

4 ニュースや新聞などで記載したり伝える

4 市民が転出したまちでのPR活動

4
インターネット（SNS)を使った観光PR{食、自然、歴史、

文化}

地域特性・地域資源を活かした教育によ

り、地域愛を醸成する

新潟の魅力を積極的に情報発信する
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4
市内外への魅力の発信

アニメ、マンガ等を活用

4 新潟市の魅力をもっと周知する

4
新潟市民が地域資源を発表できる場を設ける制度を

つくる！

5 新潟市の良さを市民に向けてPRし、再発見してもらう

5
広報活動に力を入れる。

市の制度等を知らない人も多い…。

5 SNS等を活用し市の魅力を広げる

6 全国に向けた新潟の強みをアピールしていく

6 岩室温泉をもっとアピールしていく。全国的に

6 各種ツールを使い情報発信に力を入れる

6 地域の魅力をあらゆる人に発信する

6
野菜や果物等、酒や米以外も魅力のある特産物が多

いため、TVやSNSを通じて幅広くアピールする

7 若者への情報の発信方法を工夫する

7
大学生へ向けた魅力の発信で若者の流出をくい止め

る

7 粟島の魅力をSNSでアピールする

7 SNSを活用した若年層へのPRを充実させる

7 SNSを通じ魅力の発信

7
市内外へ、様々なツールや場所を活用した魅力の発

信

7 様々なかたちで情報発信をする

7 市内、県内への新潟の魅力の発信に力を入れる

7 ニイガタ２Kmの宣伝をもっとする

7 「日本海側最大の都市」を強く推す

7 海産物を強くアピールする

1 新潟市産の食料食べようキャンペーン！！

1 文化に対し助成や施設の貸し出しを行う

1 米、日本酒以外の特産物のブランド化

2 市の”食”をPRできるイベントを企画する

3
若い世代を集める為GoToトラベルのような新潟独自

のシステムをつくる

3 グルメと観光名所で若者を呼びこむ

3
みなとまち、観光名所の散策マップを作成し、観光

客、市民に周知する

4 市民が関心をもてる施作をする

4 マンガ・アニメ情報館を活用し、魅力を発信する

4 歴史文化と最新どちらも近くで楽しめるまちにする

4
市民がやすらぎ堤で自由に活動ができるよう整備す

る

4 地域資源を活かしたイベントの企画

4 行政による飲食店フェスティバルの開催

5 新潟市の長所を老えさせずさらに伸ばすこと

5 新潟市の魅力を発信するイベントを開催する

5 地域活動（イベント）を増やすこと

新潟の魅力を積極的に情報発信する
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5
食の魅力をアピールし、他のワークショップ等とコラボ

する。まちづくり参加したら○○食べれる…など

6 観光スポットのアピールを行うため市が助成金を出す

6 古町商店街への新たな店の誘致

6 中心地で特産物を食べられる施設を作る

6
国内外から集中される施設（商業）で作る

カミツとか…？

6 農産物を全国で販売していけるようにする

7
若い人が新潟に住みたいと思える街にする。Iターン、

Uターンをしたいと思える政策をしてほしい

7
万代、古町のおすすめスポットなど発信する市民グ

ループを作る

7 もっとやすらぎ堤を利用すればいいと思う

7 粟島さら地にして遊園地を作ろう！！

1 特産物などの収穫体験ができる場所をつくる

1 新潟の食をアピールするイベント

1 人を呼び込めるイベントの開催

2
移住体験や新潟市１泊２日観光などのイベントを多く

行う！！

2
ふるさと納税に新潟市の美味しい食べ物をアピール

する

2 歴史的なまちを守るための事業を行う

2 観光スポットをつなげる（まちあるき・バスルートなど）

3
市外からの観光客に対して割引クーポンを発行して

来てもらいやすくする

3
マンガやアニメの日本最大規模のイベントを行い新潟

市の知名度を上げる

3
地域資源の良さを知ってもらうため写真コンクールを

行う

4 東京で新潟市の食べ物のフェスを開く

5 新たな銘産品のための助成を行う

5 田園都市として生産と産物の恩恵を受けられるまち

5
新潟にしかない魅力ある施設づくりをする（食、自然

文化など）

5
地域を盛り上げられるイベントで、多くの人をひきつけ

る

5 今ある場所、食を活かしてイベントを開催する

5
食では各駅など訪れた際に試食などで来た人に知っ

てもらう

5
地域ならではのものづくり体験会を通してふれあいの

場を設ける

6 各地区での観光資源の開発、強化をする

7 地域資源を活かしたイベントを積極的に開催する

7 自然を生かしたイベントを開催する

2 土地、建築物の使い方を見直す

2 空き地（店）を有効利用する

5
老朽化した施設の再開発について、市民が意見を出

せる場を提供する（ワークショップなど）

地域資源を活かしたイベント等の取り組み

を強化する

既存の施設などを充実させ、利用しやすく

する。
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5
老朽化した建物の整備と、それに伴って新たに企業を

誘致できるオフィスを作ります

6
老朽化する施設を何年先も利用できる建物に建て替

えていく

6 新潟空港の施設を充実させる

6
新潟空港の利用者数を増やすため、周辺の海水浴

場や使用していない滑走路の有効活用を検討する

1 施設の管理

1 施設の再編や統合

6 空き店舗を利用しやすく整備する

4
将来に渡って、市民の方々に愛着度と定住意向を感

じてもらえる町

4 人々が健康で生涯その街で暮らしたいと思えるまち

4 ずっと住みたいと思えるまち

4 ずっと暮らしたいと思えるまち

1 市（本庁）と各区役所との連携を密にする

1
例えば、南区と北区、江南区とで合同の「果物祭」を

企画し、交流を図る

2 個別に観光を行っている８区の連携度を向上させる

7 隣接区同士で合同でイベントなど開催する

1 大学等の教育機関との連携強化

1 地域との「共働」で道路の除雪を検討する

1 大学と連携を深め、学生に新潟の良さを知ってもらう

2 官民で協力して人が集まるイベントを作る

3
介護施設＋保育園のような介護と保育が融合する施

設をふやす

6 市民の協力を得やすい環境を醸成する

1 観光地までの道路などを行きやすいように整備する

1 各「区バス」の連携を図る

1
市街地のバス

路線以外の「区バス」の運行

1 BRTの改善→のりやすいバスに

1 新たなバス路線の開拓

1 バス乗り場の充実

1
公共交通を整備→バス・電車を利用することにインセ

ンティブを設けては？？

2 公共交通を増やす

3 駅を増やす

3
交通網を整理し、場合によっては代替手段を検討す

る

3

幹線道路の通勤、帰宅ラッシュ時の渋滞緩和の為、

新しい道路の建設。（新潟中央環状線の様子を見て

から）

4
公共交通の充実{電車が通っていないエリアへのバス

充実}（南区）

4 公共交通の利便性をあげる

4 郊外地域へのアクセス（公共交通）の改善

5
郊外で暮らす人々に対し、タクシー代を助成する（バ

ス、電車の代替でタクシーの利用促進）

市民や地域など、多様な主体との連携、協

働を強化する。

既存の施設などを充実させ、利用しやすく

する。

将来に渡って、住み続けたいと思えるまち

をつくる。

本庁と各区役所など、組織横断的な連携

を強化する。
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6
新潟空港の路線を増やし、全国との交通アクセスを

よくする

6
公共交通機関の充実をはかる、バスの本数を増やす

等

6
市内バス停を増やすために、新潟交通と協力し特に

不便な地域を調べる

7
数年後にガソリンがなくなっていく中、車だけにたよら

ず観光できるように整備しなければなら

7 公共交通機関を充実させる

7 新潟空港から中心部へのアクセス強化する

7 パークアンドライドの拠点を増やす

7 観光地へのアクセス網を整備し経済を回す

7
新潟空港から中心部へのアクセスが悪いと思うから、

路線バスの便を多くしたりすると良いと思う

1 バス路線を見直す

1 公共交通網を充実させることで、渋滞を緩和させる

1 渋滞道路の見直し、リニューアルをする

1 万代、古街に無料駐車場をつくる

2 農村部への交通手段を整える（バス・電車）

2 交通の見直しをする（観光ルート）

4
天候の悪さが気にならないように交通の便を充実させ

る

4
バイパスや線路の改良を行い交通機関の利用数を増

やしていく

4 電車、バスの本数を増やす

4 電車の本数の増便

5 移動しやすい交通網を整備する！

5 市内全域の交通網整備

5 交通網を増やす（バスだけでなく）

5 拠点へのアクセス向上をさせる

5 道路を整備する！

5 バイパスをもっと便利に（渋滞解消、雪対策）

5
バスの遅れの緩和、車や自転車で移動しやすくする

ために道路を整備する

1 賃金を上げる

1
企業を誘致（インセンティブをつける）→若者、就職を

考えている人にPR！

1 Uターンサービスの強化

1
人材（クリエーターや資格を持つ人材）を求める企業

と、有能な若者のマッチング

2 企業、就職のサポート

2 地元企業、地元での起業を支援する

2 地元企業、団体の活動評価、PR

2 起業しやすい制度を整える

2 最先端の業種、雇用先を増やす

2 「食」を活かしたベンチャー企業を支援する

2 サテライトオフィスをつくり、大手企業を呼びこむ

3 若者がやりたい職種の誘致

3 コロナ渦での失業者に対して支援を行う

4 働く選択が広いまちにする

公共交通の整備・充実を図る
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4
誘致だけでなく、実際に企業を構えられる環境を整え

る

4 企業の誘致の活性化（土地、建物）

5 民生委員の役割を広め、なり手を増やす

5
失業者を把握し再就職に向けて手を差しのべられる

仕組みをつくる

5 若者が働ける企業を誘致する

5 新潟市の職の幅を広げること

7 労働人口増やして税収増加

7 若い人が働きやすい環境づくり

1
職種の幅を充実させる

企業の誘致を図る

1 企業誘致のために、オフィスビルの建設をする

1 企業誘致を目的とした民間との連携

1
町中心部への企業誘致（テナント代を一部助成する

など）

1 若者の県内就職を促進する

2
食に関するイベントを行い、食品系の会社を新潟移転

できるよう、働きかける

2 若者や企業に金銭的支援を行う

2
老朽化した建物を改築する（会社のオフィス等で、使

用させるため）

3 法人税を引き下げる

3 中心部の土地を整理する

3 最低賃金を条例で上げる

3 保育士の賃金等の待遇の改善

3 介護士の賃金等の待遇の改善

5 若者が集まれるような商業の誘致

5 雇用を強化する

5 新規の企業の立ち上げ促進をする

5 オフィス街を作る

5 働きやすい労働環境の整備

6 若者が働きたいと思える雇用を創出する

7 高校、大学生向けの市内の就職先の紹介

2 農業の良い点を若い人に伝える

5
農業をやりたい若者（県外の人）に対してサポートを

行う

5
農村地域で暮らすことの魅力を発信し、若者を呼びこ

む（SNS等）

6 農家を減らさないよう、負担を減らす支援をする

4 気候を利用して農作物を増やす

5 稼げる農業へ支援

2 廃棄物を減らすためのゴミの再利用対策を検討する

2 廃棄物の現状を市民に知ってもらう

2 廃棄物の問題を理解してもらう

1
豊かな自然を守るために、ゴミ拾いなどの住民参加

の企画を行う

2 「逃げ方」の周知（マイタイムラインなど）

企業誘致を強化し、若者の就職・雇用を充

実させるなど、働きやすい環境を整える。

農業への支援、魅力の発信などを行い、新

規参入を促す。

住民参加の美化活動、ごみのリサイクルな

どへの取組みにより、豊かな自然を守り、

美しいまちを保つ。

防災意識の向上と災害対策の強化を図る
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2 建物の耐震化、外観整備

3
過去の災害を通して市民と共に防災について考える

機会をつくる

3 時代にあった除雪計画を立てる

5
若い世代のための防災講座等を計画する

子ども向けのものはあるが、20代〜30代向けにあると

よい。SNS活用？

5 SNS、回覧板等を利用して市民の防災意識を高める

5 協力してくれる民間企業等に助成…？（除雪など）

6 災害対策を強化する（周知を徹底する）

6 安全性の高い建物とするため、計画的に改修する

防災意識の向上と災害対策の強化を図る
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【 午前・ 午後のチームが作成し た全体統合文の集約】

○遊べる、 暮ら せる、 働ける ～魅力を引き出すまちづく り ～（ 午前 2 班）

○誰も が来たいと 思う 町にするため、 シンボルを作り 、 魅力を高める（ 午前 6 班）

○みんなで魅力を発信し 、 人が集まるまち新潟（ 午前 4 班）

○誰も が魅力を語れるまち　 ニイガタ ２ Km を起点と し た情報発信をする（ 午後 7 班）

○住民が新潟市に誇り を持ち住みつづけたいと 思える、 そんな街。（ 午後 1 班）

○新潟市好きを育て、 生み出すまち　 市内外に魅力を PR ！！（ 午後 2 班）

安心し て暮ら し 続けら れる まちを つく る

まちの魅力を引き出す

新潟への誇り と 愛着の醸成を 図る

まち の魅力を 引き 出し 、 効果的に発信する

若者が働き やすい環境を つく る

午前・ 午後の各班が導き出し た

「 2030 年の新潟市の理想像と 、 実現のために行政が行う こ と 」

○ずっ と 住み続けたいまちであるために市民に魅力を発信し 、 安心安全な環境をつく る

　（ 午前 5 班）

○税金を正し く 使い、 誰も が暮ら し やすいまちへ（ 午前 7 班）

○市民が健康で、 愛着をも っ て生涯定住し たいと 思えるまち（ 午後４ 班）

○（ 市） 区民がく ら し やすいまち～各区の拠点整備をめざし たまちづく り ～（ コ ンパク ト シ  

　 ティ ）（ 午後 5 班）

○安心し て暮ら せる活気ある新潟市　 市民と 協働し 、 ニーズに応える施策（ 午後 6 班）

○誰も が魅力を感じ る暮ら し やすいまち新潟　 若者が就職し やすい環境整備（ 午後 3 班）

○「 若者でにぎわう 活力あるまち」 に向け、 雇用・ 観光・ 環境整備の点から 地域活性化を図

　 る。（ 午前 1 班）

○若者が来たい、 住み続けたいと 思っ ても ら えるまちにするために行政がすべきこ と （ 午

　 前 3 班）
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ふりかえりシート

どうもありがとうございまし た。

Look back sheet

2 0 2 1 .1 1 .1 2

Q4　 本日のワークショップで嬉しかったこと、 残念だったことはなんですか？

Q5　 本日のワークショップで学んだことを、 今後、 業務にどう活かしていきたいですか？

Q3　 本日のワークショップでどのような気づきがありましたか？

Q2　 Q1 でそう思った （ そう感じた） 理由は何でしょうか？

今日一日を振り返って、 下記の質問にお答えください。

Q1　 ワークショップ全体 （ 内容・ 運営） について
　 　 （ 該当する枠の中に○を付けてください）

Q6　 その他、 気づいたことなどがあればお書きください。

とても満足した 満足した とても不満だった不満だった普通

６ ． ふり かえり シート （ 研修後のアンケート ） のまと め
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〈 Q1〉 全体の満足度

平均値 ４ . ２ ８ （ 午前 4.29 午後 4.28）

（ と ても 満足し た： ５ 　 満足し た： ４ 　 普通： ３ 　 不満だっ た： ２ 　 と ても 不満だっ た：

１ と し て算出）

〈 Q2〉 Q1 でそう 思っ た理由は？

　 ■と ても 満足し た（ 24 名）

・ 新潟市の魅力について、 再確認・ 検討する場にでき たため。

・ ワーク ショ ッ プを通じ て、 新潟市の課題や良さ をより 理解するこ と ができ たか

ら です。

・ 新潟市で住んでいても 気付く こ と ができなかっ た魅力、 地域の課題などを知る

こ と ができ たから 。

・ 普段から 考えている新潟市の良いと こ ろや改善点など、人と 意見交換するこ と で、

より 深く 考えるこ と ができた。

・ 様々な職種の人と 一緒に市について考えるこ と で、 いろ いろ な観点から 課題や

強みについて把握するこ と ができ たため。

・ 様々な分野の職員と 意見交換できたから 。

・ 市役所の内でも 色々な人と 色々な見方で意見交換でき たから 。

・ 意見交換が楽し かっ た。

・ 普段、 関わり の無い同期の方々と 話す機会があっ たため。

・ 色々な人の意見を聞く こ と ができたから 。

・ グループで楽し く 話し 合っ て、 色々な他の人の意見を 聞く こ と ができ たから 。

・ 意義ある話し 合いをするこ と ができ たから 。 色々な意見を聞き 、 勉強になり ま

し た。

・ 身近な地域の課題について、 多く の方と 意見交換ができ たため。

・ 自分の部署以外の若い方の意見・ 考えを聞けてためになっ たため。

・ 他の班の発表や同じ 班の人の意見から 、 新たな発見があっ た。

・ 自分が考えている新潟市の課題と は別の、 違う 人が考えた意見を聞く こ と で、

こ れから のと り 組みが明確になっ たから 。

・ 何を 目標に決めるのかが明確に分かっ たと 思いまし た。

・ 自分自身の考えをまと めるこ と ができ たから 。

・ 新潟市をより よいまち にするにはどう し たら 良いか、 も のすごく 考えて悩んだ

から 。

・ 初対面の方が多い中でアイ スブレ ーク を通じ て仲良く なるこ と ができ て、 スムー

ズに意見を伝える こ と ができ た。

・ 進行がスムーズで楽し く 受講できまし た。

・ 発表までの議論の展開がスムーズに設定さ れていると 感じ たから 。

・ 説明が図を 用いていて分かり やすかっ たです。時間配分がちょ う どよかっ たです。

・ 多様な意見・ アイ ディ アを まと める方法を学ぶこ と ができた。

・ 皆で意見を出し 合っ て、 より 良いも のを生み出し ていく 実感や、 多く の意見を

取り 入れるこ と でより 多く の人を対象にし たも のができ ると 感じ ら れたから 。

・ グループワーク をする 機会がなかっ たので、 自分では言語化でき なかっ たり 気

づかなかっ た視点を他の方に共有し ても ら う こ と を良い刺激に感じ た。

・ 普段ワーク ショ ッ プを する機会がないので貴重な経験が出来た。
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　 ■満足し た（ 38 名）

・ 普段の業務では関われない他の新人職員と の交流を深めら れたから 。

・ 普段市役所の職員と ふれ合う こ と が少なかっ たのでこ のワーク ショ ッ プでふれ

合えたので良かっ た。

・ 様々な部署、 環境の異なる方々と 意見交換する事が出来て有意義でし た。

・ 普段関わり のない職員のみなさ んと 楽し く 学ぶこ と ができ たから 。

・ 初めて話す、職種も 違う 同期の方々と こ れから の新潟について沢山意見を 交わし 、

考えるこ と ができたから 。

・ 業種・ 年代の違う 方と 話し 合い、 コ ミ ュ ニケーショ ンを と り ながら ワーク がで

き たから 。

・ グループ内で今後の新潟市の地域課題について考え、 他の人がどのよう なこ と

を考えているか知るこ と ができまし た。 また、 はじ めて話す人ばかり ですが、

き ちんと コ ミ ュ ニケーショ ン を取るこ と ができ 楽し く ワーク ショ ッ プが出来ま

し た。

・ 自分は「 こ れを し たい、 こ んなまちにし たい」 と 思っ て就職し てき たこ と と 、

同様の考えをも っ ている職員がいて、その中でどのよう な課題、施策があるのか、

と いっ たこ と を 話し 合う なかで、 新たな発見があっ た。

・ 自分一人では、 気付けなかっ た新潟市の魅力・ 課題をグループ全体で発見する

こ と ができ たから 。

・ 新潟市の魅力と し て、 自分が考えなかっ たこ と など、 他の人の意見をき く こ と

ができ てと ても 興味深かっ た。

・ 自分が考えたこ と も なかっ た課題がでてき て勉強になっ た。

・ 様々な視点から 新潟市の魅力や課題をと ら えて考えるこ と ができ たため。

・ 市内外の出身職員がいたため、 別視点の意見を 得やすかっ た。

・ それぞれ課が異なる班でのワーク を通じ て色んな視点から 新潟市を 捉え、 知る

こ と ができ たから 。

・ いろいろ な方の意見をたく さ ん知る事ができた。

・ 様々な意見を聞く こ と ができ たから 。

・ 個人では考えつかない意見を聴く こ と ができた。 またそこ から 自分で考えるこ

と ができ た。

・ 各部から 見た新潟の特徴や課題など多く の視点から 新潟の今を知れた。

・ 楽し かっ た。 新潟市の魅力・ 課題が分かっ た。

・ 新潟市のこ と を も っ と 知るこ と ができた。

・ 新潟市全体のこ と について考えるこ と が久し ぶり だっ たので、 いい機会と なっ

たから 。

・ 新潟市に対し て、 深く 考える機会と なっ たから 。

・ 普段の業務の時にはあまり 深く 考える余裕のない新潟市の将来について、 時間

をと っ て課題やその解決法を 考えるこ と ができ たから 。

・ 新潟市の街づく り について改めて考える機会になっ たから

・ 行政の、 新潟のこ れから の課題について再認識できたから 。

・ 改めて新潟市の魅力や課題を深掘り する良い機会と なっ た。

・ 新潟についてそこ まで深く 考えるこ と はあり ませんでし た。 新潟のこ と を こ こ

まで真剣に話し 合い深めあう こ と で初めて気づく 新潟の良さ に出会う こ と がで

き まし た。

・ こ こ まで新潟市について考えるこ と は今までなかっ た。

・ 自分たちが住む新潟市の課題を改めて感じ るこ と ができ 、 行政ですべき こ と を
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見つめるこ と ができたため。

・ 今後、 新潟市の職員と し て働いていく 中で、 根本的な問題点（ 新潟市の） を 改

めて見るこ と ができたから 。

・ 今後の仕事に生かせる 点、 自分自身でも 取り 組んでいかなければ行けない点に

気づいたから 。

・ 自分の気付けない部分を魅力や強みと 感じ ている人がいるこ と を知るこ と がで

きた。

・ 最後、 発表でき るまで至っ たため。

・ 今までワーク ショ ッ プの経験があまり なかっ たので、 貴重な経験になっ たため。

・ 意見の集約方法・ 出し 方などを知れたから 。

・ ワーク ショ ッ プ、 模造紙の使い方などを学べたから 。

・ 進行過程ごと に丁寧な説明やアド バイ スがあっ たため。

・ 次のワーク を 1 つずつ説明し ても ら う こ と で、 次に何をやるのか、 どのよう な

考えで取り 組むのかが分かり やすかっ た。

・「 各ワーク の前で説明をし た方が手順を忘れないだろ う 」 と いう のはごも っ と も

なのですが、 最終地点だけでも 教えても ら えたら も う 少し 意見がまと まり やす

かっ たかなと 思います。

・ と ても 充実し た時間を 過ごせた。 あっ と いう 間に感じ た。

・ 決めら れた時間内で課題を 解決するこ と はと ても 大切だが、 少し 時間が短いと

感じ たから 。

　 ■普通（ 5 名）

・ 話し 合いは出来たが、 あまり 議論が深まら なかっ た。

・ 班員と 話し 合う 時間があっ たのは良かっ た。 し かし 、 待ち時間や「 ただ聞く 」

だけの時間はたいく つ。 タ イ ト ルやまと め方も も っ と 自由にさ せてほし かっ た。

「 KJ法と は、 こ う いう も の」 と いう 固定概念があるまま進行さ れていた感じ 。

・ 内容については、 今後の業務の中で必要と 思われる要素が多かっ たため、 良かっ

たが、 作業の説明が適宜さ れたため混乱する場面も あっ たため、 一連の作業に

ついてはある程度初めに説明し ていただいたほう が良いと 感じ た。

・ 必要なこ と は初めに全て説明し ても ら えると 良かっ た。 し ているこ と の手を 止

めてきく のは頭が切り かわら ず中々覚えら れない。

・ 最後の発表は回ると 効率が悪いので、 班ごと に発表し た方がよい。

・ 市の職員と し て必要と は思う が、 実務で役立つのか言われると ギモン。

〈 Q3〉 ワーク ショ ッ プでの気づき

・ 市には多く の魅力や使える資源があるのに上手く 活用できていないこ と に気づ

いた。

・ こ れと いっ た魅力が新潟市には不足し ている。 も し く は、 広報不足を 感じ た。

・ 本日のワーク ショ ッ プでは、 最後の発表でほと んどの班で新潟市の魅力につい

て発表し ていまし た。 そこ で新潟市は魅力があるにも かかわら ず発信があまり

さ れていないのではと 思い気づいた点になり ます。

・ 新潟市にはほこ れるも のがたく さ んあるのに、 県外で生活し ていてあまり 知る

機会がなかっ たのは、 PR 方法のちがいなのかと 周り の発表を聞き気づいた。

・ 新潟の PR 下手なこ と

・ 市は、 アピールが苦手であると いう こ と 。 どの班でも 出ていまし た。

・ PR 不足は全体的にどの業務においても あると 思っ た。

・ 多く の人が魅力を知り つつも 発信でき ていないこ と を 嘆いていたこ と 。
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・ まずは自分が新潟市をも っ と 好き になり 、 発信し ていかなければいけないと 思っ

た。

・ 自分で住んでいる中では気付けない新潟の魅力を認識でき まし た。

・ 今までにない新潟を見つけるこ と ができ まし た。

・ 気づかなかっ た新潟市の魅力に気づけた。

・ 思いの外新潟市には魅了がたく さ んあり 、 今まで自分はそれら に全然気づけて

いなかっ たなと いう こ と に気づき まし た。

・ 色々な人と 意見交換をし て、 新たに気づく 新潟市の魅力を知れた。

・ ワーク ショ ッ プを通し て、 自分の意見を他の人がそれにひも 付けし て、 色々な

意見を知れた。

・ 意外と 新潟市の特産物が有名だと 言う こ と が分かっ たが、 交通面で不便な部分

があると いう こ と 。

・ 新潟市の潜在的な魅力及び課題

・ 新潟市の魅力の再確認、 問題点。

・ 新潟市の魅力・ 課題など様々なこ と に気づかさ れた。

・ 新潟のイ メ ージと いう も のが、 自分の中でも 確固と し たも のを持てなかっ たこ

と が意外だっ た。

・ 新潟市についての知ら なかっ たこ と の気づきも あっ た。 また、 同期の新潟市に

ついての知識量、 熱意も 感じ た。

・ 新潟の魅力や課題が知ら ない部分も 知れた。

・ 自分が普段あたり まえのよう に感じ てし まっ ていた新潟の魅力を 再発見できた。

・ 自分が今まで気付いていなかっ た新潟市の魅力や地域課題に気付く こ と ができ

た。

・ 自分が把握し ていない、 市の課題が多く あるこ と 。

・ 新潟市の魅力、 課題、 行政がこ れから すべき こ と 。

・ 新潟市の強みや課題を認識でき、 その課題に対し て強みをどのよう に生かすこ

と ができ るか考えるこ と ができた。

・ 部署の性格が意見に反映さ れる事が多かっ た様に感じ ます。

・ どの課に所属し ているかで視点、 意見が異なっ ていた。

・ 班のメ ンバーが働く 部署によっ て新潟市の課題だと 思う 点がちがっ た。 特にイ

ンフ ラ 整備の課題については勉強になっ た。

・ 今いる職場、 出身地によっ て視点が違っ ていた。

・ 自分と は違う 意見、 多様な考え方を知れて勉強になっ た

・ 市外、 県外出身の方は新鮮な目を も っ ていて、 新たな気づきがあり まし た。

・ 新潟市に住んでいる、 住んできた人より も 、 新潟市外の人のほう が魅力を分かっ

ている気がし た。

・ 人それぞれ、 地域に関する考え方や視点が異なると いう こ と 。

・ 人によっ て大切にする観点が異なるこ と に気づけた。

・ 自分が気付かない視点があると いう こ と 。

・ 他者の意見をき き、 様々な視点を 感じ るこ と ができ た。

・ 自分が当たり 前に思っ ているこ と も 魅力、 課題と と ら えら れるこ と 。

・ 同じ テーマでも 個人個人によっ て、 考える 課題や思いが違い、 改めてまち づく

り や総合計画を 作成するのは難し い仕事だなと 感じ た。

・ 人によっ て同じ 政策でも 様々な違う 思いがあるこ と 。

・ 地域資源、 地域課題を出す際、 色々な考え方があっ た。

・ 新潟市の他の方が考える課題（ こ んなのも あるのか！と いう も のも …）

・ 他の人が抱いてる新潟市の理想像
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・ 順を追っ て意見を出し 、 まと めていく こ と で、 短時間でも 発表出来るまで話し

合いがまと まるこ と に気づき まし た。

・ 周り の方のレベルが高いなと 感じ た。

・ まちづく り は非常に複雑でばく ぜんと し ていて難し いこ と 。

〈 Q4〉 W S で嬉し かっ たこ と ・ 残念だっ たこ と

　 ■嬉し かっ たこ と

・ 他の所属の知り 合いが増えたこ と 。

・ 異なる部署の人と 知り 合えたこ と 。

・ 同期の方と 知り 合えた事。

・ 新たな同期と 知り 合えたこ と 。

・ 同じ 考えを持つ仲間に出会えたこ と 。

・ 人と 話せたこ と 。

・ 他職員の話が聞けたこ と 。

・ 同期の方と 、 色々と 話せて良かっ た。

・ 同期と たく さ ん話せたこ と 。

・ 同期と たく さ んお話でき てよかっ た。

・ はじ めて話す同期と コ ミ ュ ニケーショ ンがと れたこ と 。

・ 普段の研修ではあまり 話せなかっ た人と コ ミ ュ ニケーショ ンをと れたので、 人

間関係を築く こ と ができて良かっ た。

・ 同期の方と あまり 話す機会がなかっ たので嬉し かっ た。

・ 普段は交流のない同期と コ ミ ュ ニケーショ ンがと れたこ と 。

・ 普段会う こ と のない同期と 色々話せたこ と 。

・ 同期と 交流でき て嬉し かっ た。

・ 同期の方々と 交流を深めら れたこ と 。

・ 同期と ワーク ショ ッ プを 通じ て交流ができ て嬉し かっ た。

・ まだ話し たこ と がない方と も 交流するこ と ができた。

・ 話し たこ と のない市職員と 交流でき たこ と 。

・ 関わり のない職員の方と 学べたこ と 。

・ 普段交流でき ない人と グループワーク を行えたこ と 。

・ 様々な人の意見をき く こ と ができ た。

・ メ ンバーと よいコ ミ ュ ニケーショ ンがと れた。

・ 班の方と 交流でき、 意見を聞いたり 、 考えているこ と を 知れたこ と 。

・ 班員と 話せたこ と 。 色々話し ていると 、 新し い集団力動が生まれてきておも し

ろ かっ た。

・ 意見交換でき たこ と 。

・ 全員で共有し 、 話ながら でき たこ と 。

・ 自分の班で話し 合っ たり コ ミ ュ ニケーショ ンがと れて楽し く でき たこ と です。

・ グループ内で数多く コ ミ ュ ニケーショ ンが取るこ と が出来て嬉し かっ たです。

・ グループの方が全員積極的だっ たので、 静まるこ と なく 話し 合いを 深める こ と

ができ たこ と が嬉し かっ たです。

・ 一人一人の意見を全員で聞いて全員でまと めあげるこ と ができ たこ と 。

・ 班の中で意見がまと まっ て嬉し かっ たです。

・ 意見を 1 つの方針にまと めら れたこ と 。

・ 最初はお互い緊張し ながら も 最後には意見をまと め発表できるまでに至っ たこ

と がう れし かっ たです。

・ 1 人ひと り の意見が尊重さ れており 、 嬉し く 思いまし た。
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・ 様々な意見を交換するこ と で、よ り 深く 課題について話合う こ と がう れし かっ た。

・ 自分の意見と 他の人の意見が合わさ るこ と でより 良いアイ ディ アになっ たこ と

が嬉し かっ た。

・ いろ いろ な考えに接するこ と ができ て新鮮だっ た。

・ 自分なら 、 他の人はの意見の違いを 知れた。

・ 自分にはない見識にふれるこ と ができ た。

・ Q2 でも あっ たよう に、 自分の部署以外の方の意見が聞けて嬉し かっ た。

・ 色々な意見が聞けてよかっ た。普段の業務の専門外のと こ ろも あり 勉強になっ た。

・ 多く の人の意見を知る こ と ができ てよかっ た。

・ コ ロナ渦で同期と 話す機会が少なかっ たので、色々な職種の人から 話をき いたり 、

職種なら ではの意見・ 考えを 知るこ と ができて嬉し かっ たです。

・ 新潟の良さ に気づけたこ と です。

・ 新潟市の魅力をより 知れたこ と です。

・ 新潟市の魅力と 問題を 知るこ と ができ た。

・ Q3 の発見ができた（ 新潟市の魅力、 課題、 行政がこ れから すべきこ と ）。

・ やはり 課題が多い新潟だと 痛感し まし た。 行政と し て行う べき こ と はいっ ぱい

あり ます。

・ 様々な部署の考えを聞けたこ と 。

・ 自分の意見を 周囲にし っ かり 伝えるこ と ができ て良かっ た。

・ グループのメ ンバーが発言内容に共感・ 受容し てく れて自分の意見を 堂々と 言

う こ と ができ た。

・「 こ のアイ ディ アが良い」 と チームの中でほめても ら えたこ と 。

・ 最後、 無事に発表でき たこ と 。

・ 発表者に選ばれた事。

・ 誕生日が同じ 方がいた。

　 ■残念だっ たこ と

・ 最初に書いた「 地域資源と 課題」 のシート を 共有する機会がなかっ たこ と 。 他

の班の内容をも っ と 見たかっ たです。

・ も っ と 魅力や課題に気づき 、 意見を 出せると よいと 思っ た点が残念だっ た。

・ も う 少し 発言できればよかっ た。

・ 行政がすべき こ と の題名が難し く てなかなか思いつかなかっ たこ と 。

・ 自分の意見や他人の意見を 発言し たり 、 まと めたり が難し かっ た。

・ 抽象的でまと めるのが難し かっ たこ と 。

・ 意見を集約し 、 まと め文章にするこ と が難し かっ た。

・ も う 少し まと めら れたのではと 残念に思いまし た。

・ 時間ぎり ぎり の作成で、 自分の中でまと める 時間がと れず、 発表の際にと まどっ

てし まっ た。

・ 発表はと ても 難し かっ たと 思います。

・ 最後の発表で上手く 話すこ と ができ なかっ たこ と です。

・ 全体発表がなかっ たこ と 。

・ 考える時間が短かっ たこ と 。

・ も っ と フ リ ート ーク し て仲良く なり たかっ たこ と 。

・ 考える時間が足り なかっ た。

・ も う 少し 長く ても 良かっ た。

・ 少し 時間が足り ないと 感じ まし た。

・ 少し 時間が短かっ たこ と が残念だっ た。
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・ も う 少し 長時間でやれたら も っ と よいのではないかと 思っ た。

・ 半日じ ゃ なく 、 1 日通し てやり たかっ た。

・ 半日で終わっ てし まう こ と 。 こ れから PM 働く こ と 。

・ 最初の関係づく り ゲームで全て誕生日がそろ わなく て残念でし た。

・ バースデーサーク ルのルールが 2 つのグループで違っ たこ と 。 ジェ スチャ ー

OK、 ジェ スチャ ー禁止、 でし た。

・ アイ スブレーク のやり 方が事前ルールと ちがく なっ たこ と 。

・ 全員と では無い事が残念でし た。

・ 会場まで遠い。

・ 残念なこ と は 1 つも あり ませんでし た。

〈 Q5〉 学びを 今後の業務にどう 活かすか

・ 今後の業務に新潟市の新し い視点を持っ て活かし ていき たい。

・ 今まで自分が考えていなかっ た新潟の魅力、 課題を 認識できた。 視野を広げ業

務にあたり たい。

・ 広い視野をも っ て仕事し ていきたい。

・ 自分の業務にあたる際も 幅広い視点で考えたいと 思う 。

・ 普段の業務で新潟市の魅力や、 今後について考えるこ と がなかっ たので、 広い

視野で業務に取組んでいき たいと 思っ ています。

・ 自分が気付いていなかっ た課題や意見も 多く あっ たので、も っ と 視野を広げ、様々

な視点から 課題に取り 組むよ う にし たい。

・ 広い視点でまちの未来を 考えら れた。 普段の業務でも 広い視点を も っ て取り 組

みたい。

・ 業務範囲外の事も 興味を 持っ て、 問題解決に取り 組みたい。

・ 違う 視点から の新潟の意見を生かし たい。

・ 自分では気づかなかっ た市の良いと こ ろ 、 課題があり まし た。 それを忘れずに

いるこ と 、 そし て視野を広く も ちながら 業務にあたり たいと 思いまし た。

・ 今回の研修では、 様々な視点から 新潟を考えるこ と ができ 、 すごく 可能性が多

い市であるこ と に気付く こ と ができ た。 ワーク ショ ッ プの進め方も と ても 勉強

になり まし た。 こ れから も 新潟の今後について考えていき たい。

・ ワーク ショ ッ プでの意見のまと め方の手順は今後、 業務で同様のこ と があっ た

場合に生かせると 思います。

・ ワーク ショ ッ プの進め方は、 今後物事を考える上で、 考えを引き 出し 、 整理す

る方法と し て積極的に活用し ていき たい。

・ 異なる意見同士をまと めるこ と の大切さ を 学んだので、 職場でも それを実践し

ていき たい。

・ 会議やミ ーティ ングで、意見の集約方法や発言の意図の汲み取り 方を活かし たい。

・ アイ ディ ア出し や、 意見をと り まと める場で使っ ていき たい。

・ ワーク ショ ッ プのよう な情報のまと め方は今後、 業務に行き詰まっ たと き に役

立つと 思う 。

・ アイ ディ アを出すと き に、 付せんに書き 出し てみよう と 思います。

・ 意見を出し 合い、 まと める手法を 真似し たい。

・ 色んな意見をと り まと める（ 集約する） こ と を 学んだ。 今後、 打ち合わせ等で、

皆の色んな意見や考えをまと めると きに活用し たい。

・ 自分の意見をき いても ら う 、 他の人の意見をし っ かり 聞く と いう こ と を今後の

業務でも 心がけたい。

・ 自分の意見と 異なる意見を受入れ、 消化する事を活かし ていき たい。
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・ 意見を積極的に述べる こ と 。 また他の人の意見を必ず自分で考えるこ と 。

・ 自分の意見を 積極的に言う こ と で、 議論が発展し ていく 。 こ の経験を 、 業務に

も 生かし ていき たいと 考えます。

・ 結論まで出せなく ても 、 キーワード を出すこ と で新し い発想につながるなと 思っ

たので、 発言を怖がら ずにし てこ う と 思います。

・ 多く の人へ意見を伝えるこ と ・ 意見をきく こ と を大切にし たいです。

・ まと めた内容を伝える スピーチする力。

・ 発表の仕方に個人個人特徴があっ て、 と ても 勉強になっ た。 自分も う まく 説明

でき るよう に日々努力し ていこ う と 思う 。

・ グループ活動での行動のし かたを 反省し 、 も っ と 上手く でき るよう にする。

・ 新潟についても 広く 情報収集し たいです。

・ 新潟について、 対外的に話せるよう にし たい。

・ 新潟の魅力を 伝えていき たい。

・ 魅力を伝えていく 際に伝えたい。

・ 児童に関わるこ と が多いので、 魅力を語れるよう にし たいと 思います。

・ 市民に市のサービスや良い点はき ちんと 伝えていき たいと 感じ た。

・ 市民の皆さ んに発信し ていきたいです！！

・ 今の仕事の PR を し ていき たいと 思っ た。

・ 新潟市をも っ と PR するために、 業務ででき る範囲で良さ を 発信し ていきたい。

・ 今日のワーク ショ ッ プで学んだこ と を活かし 、 PR のやり 方などを工夫し ていき

たいと 思う 。

・ 市職員の役割を認識し て、 働きたい。

・ 市民の方の要求・ ニーズに寄り 添っ た窓口対応をし ていきたい。

・ 市職員と し て心がまえと し て活かし ていき たい。

・ 新潟市を動かす側の人間と し て誇り をも っ ていきたい。

・ 市民生活・ 利便性・ 快適性向上を 目指すために活かし たい。

・ 課題点がう き ぼり になっ たので、 自分の業務を行う 上で反映さ せていきたい。

・ 魅力ある新潟市に向け、 施策作り のさ いに活かし ていき たい。

・ 担当業務の中でも 新潟市の理想像に必要なも のを探し て考えていき たいです。

・ 住みよいまちにするために仕事を すると いう 視点が抜けていたので大きな目的

と し てそれがある と いう こ と を心に留めて仕事をし たい。

・ ただ仕事をするだけでなく 、 どのよう にし たら 市の理想像に近づく か考えなが

ら 業務をし ていき たい。

・ 新潟市をより 良く する と いう 意識を 持ちつづけて仕事を し ていき たい。

・ 小さ な業務でも 、 最終的には「 何のための仕事」 なのかを認識するこ と が大切

だと 感じ た。

・ 私の業務は、 道路や側溝などの整備ですが、 こ う いっ た仕事が新潟市の発展に

どう 繋がっ ている のか考えながら 働きたいです。

・ 自分たちで思いえがいた理想を実現できるよう に、 まずは自分の業務を日々が

んばり たいです。

・ 目的を達成するため様々な取組みを し ていき たい。

・ 目標が明確になっ たので、 仕事の異動などで機会があっ たら 行動し ていき たい

と 思います。

・ 住みたい、 住み続けたいと 思える街づく り のために、 施設のバリ アフ リ ーや利

便性に優れた施設改修を図っ ていき たい。

・ 今後の行政を 考える上で今日の内容を参考にし たい。

・ 支援対象者と の会話でいかし たい。
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・ 子育て支援は業種的に深いかかわり があり 、 自分自身でも 若い世代の転出が多

いと 感じ るため今日の話し 合いの内容を 活かし ていき たい。

・ 新潟市の課題がどのよう なも のか学びまし た。 そこ で今、 私が出来るこ と を考

え今後の業務に活かし たいです。

・ 今回のワーク ショ ッ プのテーマは業務と は直接関係あり ませんが、 アイ スブレ ー

ク を行っ てから 窓口手つづき に入るなど、 市民の方と の関わり 方に活かし たい

です。

・ 新潟市の足り ない点で除雪対策なんかはいずれ担当になる業務だと 思う ので足

り ない点であげら れないよう にがんばっ ていき たいです。

・ 色々な部署にいる人と 話し 合いができて、 その方々の意見をふまえ、 自所属の

方で活かせるこ と があっ たので、 活かし ていき たい。

・ 自分の職場（ 福祉関係） でも 活かせるよう な意見があっ た。 少し でも 貢献でき

るよう に動く 。

・ 広い分野を知識と し て知れたので今後その知識を活かし ていき たいです。

・ 他部署に異動し たと き に思い出し て、 必要なこ と と 認識し 反映でき るよう にし

たい。

・ 直接役立つかは分から ないが、 今回出た意見を 自分の知識の一つと し て吸収し

て役立てたら う れし い。

・ 現在携わっ ている業務ではあまり できないこ と ですが、 異動し たら 、 でき るこ

と をし たい。

〈 Q6〉 その他、 気づいたこ と など

・ 理想と 現実が違っ ても 考えるこ と が大切。 行政は理想を 追い求め続ける。

・ ２ 班の発表がと ても 良かっ た。 皆同じ よう な内容になっ てし まう が、 発表の仕

方で伝わり やすさ が変わっ てく る。 プレ ゼン能力が向上するよう な研修がも っ

と あればよかっ たです。 コ ロ ナなので難し いと は思いますが…。

・「 SNS で魅力発信」 は皆言っ ていたが、 すでにやっ ていると 思います。 どう やっ

たら 見ても ら えるか？まで考えたかっ たが、 時間が足り なかっ たです。 あり が

と う ございまし た。

・ 今回は、 比較的年代が近い者同士だっ たので、 年代ちがいの人と も こ う いっ た

W S を行う こ と ができ ると いいと 思う 。

・ 今後も 、 こ う いっ たワーク ショ ッ プを通し て、 同期と のつながり を 作れればと

思います。

・ 久し ぶり に他業種（ 務） の人と コ ミ ュ ニケーショ ンをと れてと ても 楽し かっ た

です。

・ みんなで考えて楽し かっ たです。

・ ワーク ショ ッ プ、 悩みまし たが、 たのし かっ たです！！

・ 楽し く ワーク ショ ッ プができ まし た。 あり がと う ございまし た。

・ 楽し んで学ぶこ と ができ まし た。 あり がと う ございまし た。

・ 同班の出身等の情報が最初あればより 深い話し 合いができ たかも と 思いまし た。

・ シート 以外の課題（ グループワーク 中の） について、 紙と かを配っ て頂けると

う れし いです。（ 見えにく かっ たため）

・ 次何をすればよいか不明確な時があっ た。

・ 席が机の横だっ たので、 少し 座り づら かっ た。

・ 音文にはじ めてきて（ 市民でし たが）、場所（ 案内板等） がと ても わかり にく かっ

たこ と 。

・ 自分の字が汚く てかなし く なり まし た。
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・ 大変勉強になる良い機会を あり がと う ございまし た。

・ 有意義な時間をあり がと う ございまし た！

・ と ても 楽し い研修でし た。 あり がと う ございまし た。

・ あり がと う ございまし た。（ 2）

・ まちづく り 学校さ んのワーク ショ ッ プに他にも 参加し てみたい。


